
問

小
中
一
貫
校
で
は
、

小
６
か
ら
中
１
へ
の
飛
躍

の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
か
。

教
育
長

例
え
ば
新
庄
市

立
明
倫
学
園
で
は
、
６
学

年
の
修
了
時
に
前
期
課
程

の
修
了
証
を
修
了
式
に
て

授
与
し
、
７
年
生
に
進
級

す
る
に
当
た
り
、
８
年
生

が
夢
交
流
と
題
し
て
、
６

年
生
に
後
期
課
程
の
学
習

や
生
活
等
を
説
明
し
、
前

期
と
後
期
の
区
切
り
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

問

一
般
校
で
は
「
最
高

学
年
」
「
学
校
の
代
表
」

で
あ
る
誇
り
高
き
６
年
生

だ
が
、
小
中
一
貫
校
で
は

「
中
期
」
に
「
中
だ
る
み
」

が
お
こ
る
言
わ
れ
て
い
る

が
。

教
育
長

明
倫
学
園
で

は
、
７
年
生
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
活
躍
の
場
が
設

定
さ
れ
、
中
だ
る
み
は
見

ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。

中
期
で
も
、
目
標
を
持

っ
て
生
き
生
き
と
活
躍
で

き
る
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
で
、
中
だ
る
み
は
発
生

し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

小
中
一
貫
校
で
は
、

小
さ
な
子
ど
も
へ
の
思
い

や
り
が
育
つ
」
と
よ
く
言

わ
れ
る
。

し
か
し
中
学
生
た
ち

は
、
「
い
つ
も
い
つ
も
お

手
本
を
求
め
ら
れ
て
し
ん

ど
い
」
、「
優
し
く
で
き
る

と
き
ば
っ
か
り
と
は
限
ら

な
い
」
と
言
う
が
。

教
育
長

明
倫
学
園
で

は
、
最
初
は
年
齢
の
離
れ

て
い
る
子
ど
も
へ
の
接
し

方
等
で
悩
む
上
級
生
も
い

る
が
、
様
々
な
活
動
を
通

し
て
思
い
や
り
の
あ
る
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
社
会
性
の
育
成
に
よ

い
影
響
を
与
え
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

問

「
小
中
一
貫
教
育
の

９
年
後
の
め
ざ
す
姿
」
で

は
、
「
あ
る
べ
き
姿
」
が

先
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
照

ら
し
て
「
ベ
キ
で
あ
る
」

「
ネ
バ
な
ら
な
い
」
と
考

え
て
し
ま
う
と
、
子
ど
も

の
状
況
を
あ
り
の
ま
ま
受

け
止
め
る
眼
が
曇
る
。

「
９
年
後
の
姿
」
が
先

に
あ
る
学
校
よ
り
、
子
ど

も
が
日
々
、
本
当
に
「
楽

し
い
」
学
校
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
長

小
中
一
貫
教
育

目
標
に
つ
い
て
は
、
小
・

中
学
校
の
教
職
員
が
、
目

の
前
に
い
る
子
ど
も
の
姿

を
も
と
に
、
話
合
い
を
重

ね
て
設
定
し
た
。

こ
の
目
標
の
実
現
の
た

め
に
は
、
楽
し
い
と
感
じ

ら
れ
る
学
校
生
活
が
土
台

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の

主
体
性
が
発
揮
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

問

小
規
模
校
だ
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
全
員
が
発
言

し
、
全
員
が
発
表
し
、
全

員
活
動
の
授
業
展
開
で
、

不
登
校
は
生
ま
れ
に
く

い
。豊

富
な
自
然
環
境
と
体

験
活
動
や
地
域
住
民
の
協

力
体
制
も
、
小
規
模
校
だ

か
ら
こ
そ
進
め
や
す
い
。

「
小
規
模
校
の
教
育
力
」

に
着
目
し
、
学
校
間
の
共

同
授
業
な
ど
考
え
ら
れ
な

い
か

教
育
長

こ
れ
ま
で
も
東

栄
小
と
渡
前
小
に
お
い
て

６
年
生
の
交
流
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
度
は
東
栄
小

の
プ
ー
ル
を
供
用
し
、
共

同
で
水
泳
の
授
業
も
行
っ

て
い
く
。

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

一
小
、
二
小
、
斎
小
、
黄

金
小
の
６
年
生
が
合
同
で

陸
上
教
室
を
行
う
小
小
連

携
も
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
学
校
間
の
交
流

を
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
く
。

問

藤
島
文
厚
エ
リ
ア
構

想
を
理
由
に
、
藤
島
児
童

館
の
改
築
は
先
延
ば
し
と

な
っ
て
い
る
。

藤
島
中
学
校
の
新
校
舎

へ
の
移
行
は
、
令
和
３
年

７
月

日
の
教
育
委
員
会

20

の
文
書
で
は
、
令
和

年
11

度
だ
っ
た
。

そ
れ
が
令
和

年
度
に
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▽
６
月

・
19

20

日
両
日
の
山
形

新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
県
議
座
談

会
で
の
私
の
発

言
を
紹
介
し
ま

す
。
記
事
は
、

概
ね
趣
旨
に
沿
っ
た
要
約
で
し
た
が
、

傍
線
は
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

１
）
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

①
少
子
化
等
の
要
因
は
長
期
に
渡
る
国

政
の
失
敗
。
不
安
定
雇
用
の
広
が
り
を

抑
止
し
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
安
定
し

た
雇
用
を
つ
く
る
。
農
林
漁
業
、
持
続

可
能
な
観
光
、
再
エ
ネ
、
等
で
産
業
振

興
。
②
子
育
て
の
経
済
的
負
担
軽
減
策

の
充
実
。
③
家
族
の
あ
り
方
も
含
め
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
づ
く
り
。

２
）
人
口
減
少
へ
の
対
応

①
町
づ
く
り
を
空
き
家
活
用
等
、
人
口

減
少
に
対
応
し
た
も
の
に
転
換
。
②
道

路
、
鉄
道
、
空
港
、
公
共
施
設
等
は
、

老
朽
化
対
策
、
防
災
対
策
等
に
多
額
の

費
用
が
か
か
っ
て
く
る
た
め
、
フ
ル
規

格
新
幹
線
や
米
沢
ト
ン
ネ
ル
等
、
新
規

の
大
型
開
発
事
業
は
厳
格
に
検
討
。

３
）
山
形
ら
し
さ
を
維
持
し
、
多
様
性

に
満
ち
た
地
域
を
作
る
た
め
に

①
多
様
性
が
あ
り
、
差
別
や
偏
見
の
無

い
包
摂
性
の
あ
る
社
会
づ
く
り
は
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
重
要
な
命
題
。
人
種･

国

籍
で
は
、
外
国
人
の
権
利
を
保
障
す
る

社
会
づ
く
り
。
戦
前
戦
後
の
世
界
の
中

で
の
日
本
の
位
置
と
課
題
の
認
識
。
全

国
学
力
テ
ス
ト
を
軸
に
「
関
心
・
意
欲

・
態
度
」
ま
で
順
位
付
け
す
る
、
「
鋳

型
に
嵌
め
る
」
教
育
は
大
き
な
問
題
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
は

民
主
主
義
社
会
の
主
体
を
育
て
る
教
育

に
発
展
さ
せ
て
い
く
事
が
大
事
。

▽
県
政
報
告
夏
号
を
作
成
し
ま
し
た
。

ご
近
所
、
お
知
り
合
い
等
に
配
布
し
て

頂
け
る
方
は
、ど
う
か
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
県
議

関

徹
）

飛
躍
の
機
会
を
ど
う
つ
く
る
か

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問
で

日
、
加
藤

13

鉱
一
議
員
は
、
①
藤
島
地
域
の
義
務
教
育
学
校
、
②
藤

島
川
と
京
田
川
の
流
下
能
力
向
上
対
策
に
つ
い
て
、
取

り
上
げ
ま
し
た
。



（
１
面
の
つ
づ
き
）

伸
び
た
こ
と
は
、
小
中
一

貫
教
育
を
持
ち
込
ん
だ
こ

と
が
要
因
と
思
う
。

単
独
で
も
、
早
期
着
工

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

仮
に
現
段
階
で

中
学
校
の
み
の
建
設
に
変

更
し
た
と
し
て
も
、
校
舎

の
完
成
時
期
は
変
わ
ら
な

い
。藤

島
児
童
館
は
、
今
年

度
策
定
の
藤
島
文
厚
エ
リ

ア
等
構
想
の
中
で
、
検
討

し
て
い
く
。

新
教
育
長
の
考
え
方
は

問

新
教
育
長
と
し
て
、

成
澤
和
則
氏
に
教
育
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
聞
き
た

い
。

教
育
長

私
が
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
た
い
こ
と

は
、
鶴
岡
ら
し
い
教
育
の

継
承
と
発
展
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
庄
内
藩
校

致
道
館
の
教
育
理
念
で
あ

る
天
性
重
視
、自
学
自
習
、

会
業
の
重
視
、
心
身
の
鍛

錬
の
教
育
風
土
を
受
け
継

い
で
き
た
。

ま
た
、
小
中
連
携
教
育

に
も
力
を
入
れ
、
地
域
と

連
携
し
た
特
色
あ
る
教
育

活
動
の
充
実
に
も
努
め
て

き
た
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
鶴
岡
ら
し
い
学
校
教
育

だ
と
捉
え
て
い
る
。

藩
校
致
道
館
の
教
育
を

継
承
し
、
子
ど
も
た
ち
の

個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

主
体
と
な
っ
て
学
び
進
め

る
学
習
を
実
践
し
、
課
題

解
決
力
の
育
成
と
、
個
性

の
伸
長
を
図
っ
て
い
き
た

い
。今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
全
校
実
施
を
両

輪
と
し
て
、
義
務
教
育
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

藤
島
の
義
務
教
育
学
校

に
お
い
て
は
、
そ
の
９
年

間
の
学
び
を
充
実
さ
せ
、

確
か
な
生
き
る
力
が
育

つ
、
そ
ん
な
学
校
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
藤
の

里
に
伝
わ
る
獅
子
踊
り
を

取
り
入
れ
た
教
育
活
動

や
、
藤
島
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
農
業
体
験
も
、
教
育

課
程
に
取
り
入
れ
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

問

昨
年
７
月

日
、

25

26

日
の
大
雨
に
よ
る
大
き
な

水
害
か
ら
、
１
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。

藤
島
川
と
京
田
川
は
県

管
理
で
あ
る
が
、
ど
う
説

明
を
受
け
て
い
る
か
。

①
河
川
の
浚
渫
と
支
障

木
の
撤
去
。

②
特
定
都
市
河
川
指
定

の
進
捗
。

③
下
流
の
県
営
排
水
機

場
は
、
今
後
の
計
画
分
を

含
め
、

箇
所
の
最
大
排

12

水
量
が
合
計
す
る
と
57
m3

／
秒
に
な
り
、
上
流
域
の

水
位
を
上
昇
さ
せ
る
懸
念

が
あ
る
が
ど
う
か
。

建
設
部
長

藤
島
川
は
令

和
６
年
度
中
に
、
藤
島
地

内
及
び
古
郡
地
内
の
支
障

木
伐
採
が
完
了
し
、
土
砂

し
ゅ
ん
せ
つ
を
今
年
７
月

ま
で
行
う
予
定
。

京
田
川
は
、
庄
内
町
家

根
合
地
内
の
土
砂
し
ゅ
ん

せ
つ
を
今
年
６
月
ま
で
、

須
走
地
内
の
土
砂
し
ゅ
ん

せ
つ
を
今
年
８
月
上
旬
ま

で
実
施
す
る
予
定
。

特
定
都
市
河
川
指
定
の

進
捗
状
況
は
、
酒
田
河
川

国
道
事
務
所
に
確
認
し
、

開
発
規
制
な
ど
の
課
題
を

関
係
市
町
と
個
々
に
調
整

す
る
た
め
、
関
係
市
町
ご

と
に
勉
強
会
な
ど
を
開
催

し
な
が
ら
、
指
定
に
向
け

た
手
続
を
進
め
て
い
く
と

聞
い
て
い
る
。

京
田
川
と
藤
島
川
の
排

水
機
場
の
管
理
運
営
は
、

関
係
土
地
改
良
区
が
行
っ

て
い
る
。

ポ
ン
プ
運
転
基
準
は
県

に
よ
る
と
、
降
雨
に
よ
り

河
川
水
位
が
計
画
高
水
位

に
達
し
た
場
合
は
、
堤
防

の
決
壊
や
越
水
を
防
止
す

る
た
め
、
排
水
機
場
の
ポ

ン
プ
を
運
転
停
止
す
る
と

確
認
し
て
い
る
。

問

平
形
の
住
民
か
ら
、

羽
越
本
線
の
鉄
橋
が
あ
る

平
形
と
八
色
木
の
間
、
藤

島
川
に
寄
せ
州
が
広
が
っ

て
、川
が
Ｓ
字
状
に
な
り
、

ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
た
。

旧
因
幡
大
堰
が
藤
島
川

へ
流
れ
込
む
と
こ
ろ
も
、

寄
せ
州
が
高
ま
っ
て
川
を

狭
め
て
お
り
、
対
策
を
採

る
べ
き
だ
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月19日入札分

・朝日中央コミュニティセンター大規模改修実施設計委託（下名川字落合220番地）（入
札12業者うち3業者辞退、1業者失格最低制限価格未満）
(株)新穂建築設計事務所 （くじ11,500,000円）

（15,630,000円、最低制限価格9,049,332円）期間～8/1/30（落札率73.58％）
・藤島庁舎２階屋根防水改修工事（（藤島字笹花25番地）（入札10業者うち1業者辞退）
(株)野口 15,900,000円（17,260,000円）工期～9/9（落札率92.12％）
・市立朝暘第五小学校改築プール整備工事(機械設備)（切添町15番4号）（入札9業者うち
1業者辞退）
荘和設備工業(株) 31,100,000円（31,750,000円）工期～8/3/19（落札率97.95％）
・市立朝暘第五小学校改築グラウンド整備工事(電気設備)（切添町15番4号）（入札8業者）
(株)デンケン 31,500,000円（32,520,000円）工期～8/3/19（落札率96.86％）
・市指定史跡安倍家住宅屋根葺替工事(１期目)（若葉町15‐21）（入札4業者）
笠原建設工業(株) 44,500,000円（44,950,000円）工期～12/19（落札率99.00％）
・史跡松ヶ岡開墾場貯桑土蔵保存修理工事（羽黒町松ヶ岡字松ヶ岡25）（入札4業者）
笠原建設工業(株) 131,300,000円（132,400,000円）工期～9/3/22（落札率99.17％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
6月19日入札分

・令和6年災林道向山線災害復旧工事(繰越明許)（羽黒町手向地内）
中止

・令和6年災林道米山１号線災害復旧工事(繰越明許)（入札2業者）
(株)ヤマムラ 5,138,000円（5,297,000円）工期～11/10（落札率97.00％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月16日入札分

・市公共下水道事業 汚水K001～K112号ほか路面復旧工事（下小中ほか地内）（入札4業者）
鶴岡建設(株) 37,600,000円（38,000,000円）工期～11/28（落札率98.95％）
・市集落排水事業 田川地区管路施設清水5～14号新設工事（下清水地内）（入札9業者）
(株)佐藤工務 106,000,000円（107,190,000円）工期～8/3/5（落札率98.89％）

大
き
な
水
害
か
ら
１
年
、
進
捗
は

三
井
寺
修
・
参
院
選
予
定
候
補
が
街
頭
宣
伝
（
６
／

）
22

坂
本
昌
栄
議
員
の
選
挙
事
務
所
開
き
（
６
／

）
22

ら
な
い
。

藤
島
地
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あ
る
学
社
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と
、
コ
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テ
ィ
ス
ク
ー
ル
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開
し
、
地
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と
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に
あ
る

学
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づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。


